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第 33 号

３月定例議会

平成17年

４月25日

▲南小学校入学式（４月７日）

平成17年度　当初予算 (２～３ページ)

ほか議会のうごき (４～７ページ)

一般質問　村の姿勢を問う (８～９ページ)

聞きたい 知りたい みんなの声 (15～16ページ)

おもな内容

読者シリーズ



総額66億2306万7千円
平成17年度　昭和村予算

村　債　の　推　移

６月定例会�
３月定例会�

６
月
定
例
会�

222222222

３
月
定
例
会
は
、
３
月
９
日
（
水
）
か
ら
18
日
（
金
）
ま
で
の

10
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
17
年
度
一
般
会
計
予

算
、
特
別
会
計
予
算
を
含
む
議
案
32
件
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
最
終
日
の
一
般
質
問
で
は
２
名
が
登

壇
し
村
の
姿
勢
を
問
い
ま
し
た
。

自主財源…村が自主的に収入しうる財源
依存財源…国、県からの交付・割りあて

られる財源

一般会計40億1500万円
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歳　出
費目別の増減
議　会　費 △　　　 ８７５万９千円
総　務　費 △　　２,９９１万５千円
民　生　費 △　　１,２６２万４千円
衛　生　費 △　　　 ６３３万５千円
農林水産業費 △１億６,８７６万５千円
土　木　費 △　　３,６６５万６千円
消　防　費 △　　４,０６１万３千円
教　育　費 ４９４万１千円
公　債　費 △　　１,１５９万７千円

農業集落排水事業特別会計 ３億２,１３７万２千円

前年度比　２,０８６万９千円の減額
おもな歳入は、使用料及び手数料が４,１６９
万５千円、国庫支出金１,４１２万円、繰入金２
億２,５５７万１千円、村債２,４００万円。歳出
は、総務費７,２２１万７千円、戸別浄化槽事業
費６,３９８万８千円が経常経費で、農業集落排
水事業、戸別浄化槽事業による村債の元利償還金
としての公債費１億８,４１６万６千円を計上し
ます。

老人保健事業特別会計 ８億１８４万円

前年度比　１,１４６万２千円の減額
おもな歳入は、社会保険支払基金交付金５億４

５６万９千円、国庫支出金１億９,９３６万８千
円、県支出金４,７７９万８千円、繰入金５,００
９万７千円。歳出は、全体の９９.７％の７億９,
９３２万５千円が医療諸費に充てられます。老人
保健対象者の減少により１.４％の減額。

今年度の主な事業

性　質　別
義務的経費 １４億６,３７８万３千円

人件費　　　７億２,１１９万２千円
扶助費　　　２億７,３９４万５千円
公債費　　　４億６,８６４万６千円

投資的経費 ７億３,３０６万１千円
（普通建設事業）

その他経費 １８億１,８１５万６千円
（物件費、補助費等、積立金、繰出金等）

特別会計予算

農林水産業費
・家畜排せつ物の適切な処理を行うための堆肥発酵施
設を継続して整備

・農地等高度利用促進事業追分地区の区画整理事業
・旬菜館の案内看板の整備

民　 生　 費
・学童保育施設の整備（大河原小学校区）
・在宅重度心身障害者デイサービス施設の整備
・特別養護老人ホーム「菜の花館」負担金の拠出

土 木 費
・塚田１号線外１路線の舗装工事

消　 防　 費
・第５分団詰所建設工事

教　 育　 費
・アメリカ、イーグルポイントへの中学生派遣に伴う
国際交流事業

・大河原小学校体育館耐震補強工事の実施

（対前年度予算△は減）

（ ）

前年度比 ６２０万５千円の増額
おもな歳入は、使用料及び手数料が５,４１２

万５千円、一般会計からの繰入金が６,１７５万
３千円。また、おもな歳出は総務費８,４００万
６千円（維持管理費）公債費２,２２３万５千円、
事業費１,０４８万５千円。今後、使用料の検討が
必要と思われます。

簡易水道事業特別会計 １億１,９７２万７千円

前年度比　２２５万円の増額
おもな歳入は、課税により保険税が１０.３％増
の３億８,４７３万３千円、国庫支出金３億９,３０
９万５千円、療養給付費交付金３,０８６万３千円、
繰入金８,０４１万円。また、おもな歳出は、保険
給付費５億５,３９６万６千円、老人保健拠出金２
億３,３０９万１千円。老人保健法改正により７４
歳までは一般被保険者となったため増額。

国民健康保険事業特別会計 ９億１,０４６万７千円

前年度比　９０７万９千円の増額
おもな歳入は、被保険者負担分の介護保険料６,
５９３万８千円、公債負担分として国庫支出金１
億１,６６１万８千円、支払基金交付金１億４,０
１３万４千円、県負担金５,４７４万３千円、繰入
金７,７２１万３千円。また、おもな歳出は、保険
給付費４億３,７９２万円で、これは村の第２期介
護保険計画に基づき、介護保険利用者等のサービ
ス料を推計して算入したものです。なお、平成17
年10月に介護保険制度の一部改正があり、18年
度からは大幅な改正があります。

介護保険特別会計 ４億５,４６６万１千円
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６月定例会�
３月定例会�

６
月
定
例
会�

個
人
情
報
保
護
条
例
の
制

定
が
決
ま
り
ま
し
た
。
村
民

の
個
人
情
報
の
保
護
を
目
的

に
村
が
保
有
す
る
個
人
情
報

の
適
正
な
取
り
扱
い
を
確
保

す
る
法
令
な
ど
特
別
な
規
定

を
除
き
、
自
分
自
身
の
情
報

は
原
則
開
示
、
訂
正
ま
た
は

利
用
停
止
の
請
求
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
施
行
は

平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら
で

す
。

平
成
16
年
６
月
16
日
付
け

施
行
の
群
馬
県
犯
罪
防
止
推

進
条
例
の
制
定
に
伴
い
、
昭

和
村
に
お
い
て
も
安
全
で
安

心
な
村
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
て
、
昭
和
村
生
活
安
全
条

例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こういうことが
決まりました

昭
和
村
個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定

（
全
員
賛
成
）

昭
和
村
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の

公
表
に
関
す
る
条
例
の
制
定

（
全
員
賛
成
）

昭
和
村
生
活
安
全
条
例
の
制
定（

全
員
賛
成
）

旧
給
食
セ
ン
タ
ー
が
資
源

循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指

す
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
ゴ
ミ
の
減
量
化
や
資

源
化
、
ま
た
、
適
正
な
処
理

に
関
す
る
意
識
の
啓
発
を
行

う
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
ま

す
。改

正
前
は
「
土
地
登
記

簿
・
建
物
登
記
簿
」
と
わ
か

れ
て
い
ま
し
た
が
、
登
記
簿

の
電
算
化
に
よ
り「
登
記
簿
」

と
い
う
表
示
に
変
わ
り
ま
し

た
。

平
成
16
年
10
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
て
い
る
本
条
例

に
、
新
た
に
昭
和
村
個
人
情

報
保
護
条
例
が
制
定
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、「
情
報
公
開

審
査
委
員
会
」
を
「
情
報
公

開
・
個
人
情
報
保
護
審
査

会
」
に
改
め
、
審
査
会
の
委

員
に
対
す
る
罰
則
規
定
を
設

け
ま
し
た
。

昭
和
村
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す

る
条
例
の
制
定
　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

昭
和
村
リ
サ
イ
ク
ル
館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定
　
　
（
全
員
賛
成
）

今
ま
で
施
設
管
理
を
委
託

し
て
い
ま
し
た
が
、
指
定
管

理
者
を
管
理
者
と
し
た
施
設

の
運
営
態
勢
に
移
行
す
る
為

に
、
必
要
と
な
る
指
定
に
係

る
手
続
き
等
の
共
通
す
る
部

分
を
規
定
し
、
公
募
か
ら
指

定
ま
で
の
手
続
き
を
進
め
る

条
例
で
す
。

昭
和
村
公

お
お
や
け

の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定
手
続
き
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

（
全
員
賛
成
）

条
例
制
定

条
例
改
正

「
土
地
登
記
簿
・

建
物
登
記
簿
」が

「
登
記
簿
」
に

昭
和
村
税
条
例
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
事
項
　
承
認

（
全
員
賛
成
）

昭
和
村
情
報
公
開
条
例
の

一
部
改
正

（
全
員
賛
成
）

自
主
自
立
の
村
づ
く
り
の

な
か
厳
し
い
財
政
状
況
に
鑑

み
、
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬

関
係
が
、
20
％
減
額
に
な
り

ま
し
た
。

村
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

者
、
あ
る
い
は
本
村
出
身
者

の
単
身
者
に
お
い
て
も
入
居

資
格
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

育
児
ま
た
は
介
護
を
行
う

職
員
の
公
務
能
率
向
上
、
福

祉
増
進
の
た
め
に
、
早
出
・

昭
和
村
交
通
指
導
員

設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
（
全
員
賛
成
）

昭
和
村
消
防
団
員
報
酬
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
　
　

（
賛
成
多
数
）

昭
和
村
借
上
賃
貸
住
宅
条

例
入
居
要
件
緩
和

（
全
員
賛
成
）

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

条
例
の
一
部
改
正

（
全
員
賛
成
）

昭
和
村
特
別
職
で
非
常
勤

職
員
の
報
酬
に
関
す
る
条

例
改
正
　
（
全
員
賛
成
）
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遅
出
を
一
定
要
件
を
満
た
し

た
職
員
か
ら
申
し
出
が
あ
っ

た
者
に
与
え
る
も
の
で
す
。

昨
年
の
８
月
人
事
院
勧
告

第
３
次
総
合
計
画
で
「
た

く
ま
し
く
て
、
や
さ
し
い
昭

和
村
」
を
村
の
将
来
像
と
し

て
進
め
て
来
ま
し
た
が
、
第

４
次
総
合
計
画
で
は
「
ベ
ジ

タ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
ガ
ー
デ
ン
昭
和

村
」
と
し
、
村
の
今
後
10
年

間
の
基
本
計
画
が
決
ま
り
ま

し
た
。

議
会
初
日
に
審
議
日
を
最

終
日
に
す
る
こ
と
で
、
了
承

し
、
そ
の
間
に
、
当
局
と
議

会
で
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

論
点
は
今
後
の
負
担
金
の
関

係
で
し
た
。

第
４
次
総
合
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

（
全
員
賛
成
）

利
根
沼
田
広
域
市
町
村
圏

振
興
整
備
組
合
の
規
約
変

更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い

て
　
　
　
（
賛
成
多
数
）

こ
れ
は
尾
島
町
、新
田
町
、

藪
塚
本
町
廃
さ
れ
太
田
市
に

合
併
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

村
道
路
線
の
廃
止
23
路

線
、
認
定
13
路
線
に
つ
い
て

は
、
県
営
赤
城
西
麓
土
地
改

良
事
業
昭
和
第
２
地
区
２
工

区
の
圃
場
整
備
完
了
に
よ
る

も
の
で
す
。

４
年
間
の
実
績
を
踏
ま
え
、
活
力
あ
る
村
づ
く
り
に
向
け
て
、

村
民
福
祉
の
向
上
、
ま
た
各
種
事
業
の
推
進
に
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

が
政
府
に
提
出
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
厳
し
い
経
済
・
財

政
状
況
ま
た
諸
般
の
事
情
を

考
慮
し
て
１
年
間
寒
冷
地
手

当
の
凍
結
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

そ

の

他

人
　
　
事

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
３
７
万
２
千
円
減
額
し
、
予
算
総

額
９
億
１
８
４
万
５
千
円
で
す
。
歳
入
で
は
主
に
国
庫
支
出
金

の
減
、
歳
出
で
は
老
人
保
健
拠
出
金
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
賛
成
多
数
）

特
別
会
計

国
保
会
計

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
千
４
０
６
万
８
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
８
億
２
４
５
万
６
千
円
で
す
。
歳
入
で
は
主
に
支
払

基
金
交
付
金
の
減
、
歳
出
で
は
医
療
諸
費
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。

（
全
員
賛
成
）

老
人
会
計

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
０
３
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額

は
１
億
４
千
５
０
０
万
２
千
円
で
す
。

歳
入
で
は
主
に
新
規
加
入
負
担
金
、
過
年
度
分
担
金
の
増
、

歳
出
で
は
公
有
財
産
購
入
費
、
配
水
管
布
設
替
え
工
事
等
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
全
員
賛
成
）

簡
水
会
計

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
３
０
０
万
８
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
は
３
億
５
千
５
４
０
万
８
千
円
で
す
。

歳
入
で
は
主
に
全
体
予
算
の
縮
小
に
伴
い
繰
入
金
の
減
額
等

に
よ
る
も
の
で
す
、
歳
出
で
は
一
般
管
理
費
、
下
水
道
維
持
管

理
費
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
全
員
賛
成
）

農
集
排
会
計

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
１
４
１
万
４
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
は
４
億
３
千
７
７
６
万
７
千
円
で
す
。

歳
入
で
は
主
に
国
庫
・
県
支
出
金
、
支
払
基
金
交
付
金
等
の

減
に
よ
る
も
の
で
す
、
歳
出
で
は
保
険
給
付
費
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

（
全
員
賛
成
）

介
護
会
計

助
役
に
　
橋
　
八
氏
再
任

群
馬
県
市
町
村
事
務
組
合

の
規
約
改
正（

全
員
賛
成
）

村
道
路
線
の
廃
止
・
認
定

に
つ
い
て

（
両
議
案
・
全
員
賛
成
）

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
４
千
７
４
３
万
円
減
額
し
、
総
額

は
３
９
億
８
千
５
６
９
万
８
千
円
で
す
。

（
賛
成
多
数
）

減
額
の
主
な
も
の
は
畜
産
振
興
費
で
あ
り
単
年
度
計
画
を
し

て
い
た
も
の
が
、
国
か
ら
の
補
助
金
額
の
変
更
に
よ
り
単
年
度

で
は
な
く
複
数
年
度
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ

の
他
は
、
各
種
事
業
等
の
見
直
し
に
伴
う
過
不
足
の
調
整
で
す
。

補
正
予
算
―
平
成
16
年
度
―

一
般
会
計

氏

職
員
の
寒
冷
地
手
当
改
正

（
全
員
賛
成
）



総
務
常
任
委
員
会
は
、
３

月
16
日
に
開
催
し
、
付
託
さ

れ
た
案
件
の
審
査
を
行
い
ま

し
た
。
は
じ
め
に
、「
市
場

化
テ
ス
ト
」
や
「
給
与
構
造

見
直
し
」
に
反
対
す
る
意
見

書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
に

つ
い
て
は
、
行
政
改
革
が
叫

ば
れ
て
い
る
中
で
国
家
公
務

員
だ
け
が
痛
み
を
伴
わ
な
い

訳
に
は
い
か
な
い
、
村
の
職

員
も
自
主
的
に
住
居
手
当
等

を
見
直
し
て
い
る
し
、
一
般

企
業
も
歳
出
削
減
に
努
め
て

い
る
等
様
々
な
意
見
が
あ
り

ま
し
た
が
、
全
会
一
致
で
趣

旨
採
択
と
し
ま
し
た
。

次
に
「
中
野
婦
人
の
家
改

修
工
事
の
請
願
」
で
は
、

「
既
存
の
建
物
を
修
理
し
使

用
し
て
い
き
た
い
」と
い
う
、

地
元
住
民
の
方
の
強
い
思
い

か
ら
の
請
願
で
あ
り
ま
す
。

村
当
局
の
「
区
等
が
管
理
す

る
施
設
の
補
修
事
業
補
助
金

交
付
要
綱
」
に
則
っ
て
お
願

い
す
る
こ
と
で
全
会
一
致
で

採
択
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
17
年
度
一
般
会
計

予
算
の
歳
入
全
般
及
び
歳
出

の
当
委
員
会
へ
の
付
託
議
案

に
つ
い
て
当
局
か
ら
説
明
を

受
け
た
後
、
質
疑
応
答
を
行

い
、
16
年
度
に
引
き
続
き
歳

入
を
見
つ
め
て
歳
出
を
図
る

と
い
う
、
財
政
の
基
本
理
念

に
基
づ
い
た
運
営
を
望
む
と

い
う
こ
と
で
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

6しょうわ議会だより（33号）

総
務
常
任
委
員
会

常任委員会のうごき

▲改修が望まれる三村婦人の家（中野婦人の家）

▲望郷ライントイレの検討

本
委
員
会
は
、３
月
14
日
、

役
場
会
議
室
に
て
、
説
明
者

と
し
て
村
長
、
教
育
長
、
関

係
各
課
長
、
係
長
出
席
に
よ

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
菜
の
花
館
」
の
建
設
費
負

担
事
業
、
ま
た
、
障
害
者
に

や
さ
し
い
村
づ
く
り
を
進
め

る
中
で
知
的
障
害
者
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
施
設
の
建
設
等
が

進
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
子

育
保
育
園
の
改
築
に
つ
い
て

は
、
国
の
制
度
が
補
助
金
か

交
付
金
か
流
動
的
で
あ
る
た

め
、
制
度
が
固
ま
り
次
第
対

応
し
た
い
と
当
局
か
ら
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
配
慮

し
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算

だ
と
評
価
い
た
し
ま
す
。
福

祉
、
教
育
と
大
変
村
民
の

方
々
に
直
接
関
係
が
あ
る
予

算
で
あ
り
ま
す
。「
人
づ
く

り
は
村
づ
く
り
」
と
も
言
い

ま
す
。
財
政
非
常
事
態
に
あ

っ
て
も
村
の
将
来
、
ま
た
、

元
気
に
働
け
る
為
に
も
大
事

な
予
算
で
あ
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
17
年
度
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
、
他

の
議
案
に
つ
い
て
は
全
会
一

致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
致
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
小
学
校
、
中
学

校
の
施
設
巡
回
を
行
い
、
特

に
大
河
原
小
学
校
体
育
館
の

耐
震
工
事
に
向
け
て
現
状
を

民
生
文
教
常
任
委
員
会



委
員
会
は
、
３
月
15
日
に

開
催
し
、
委
員
全
員
、
議
長
、

説
明
者
と
し
て
村
長
、助
役
、

関
係
各
課
長
、
係
長
の
出
席

に
よ
り
慎
重
審
議
を
行
い
ま

し
た
。
村
道
中
泉
坂
線
道
路

舗
装
工
事
の
件
は
、
工
事
施

工
に
あ
っ
て
は
現
地
を
十
分

精
査
し
、
路
面
排
水
が
ス
ム

ー
ズ
に
行
わ
れ
る
た
め
に
、

現
況
路
面
カ
ッ
ト
へ
の
「
隣

接
地
権
者
の
承
諾
を
得
る
」

こ
と
で
全
会
一
致
で
採
択
と

い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
平
成
17
年
度
一
般

会
計
予
算
で
は
、
村
の
最
終

処
分
場
が
閉
鎖
に
な
る
た

め
、
そ
れ
に
伴
う
不
燃
物
処

理
の
外
部
委
託
料
と
し
て
１

千
３
５
０
万
円
が
計
上
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
畜
産

振
興
費
で
は
、
資
源
循
環
型

農
業
推
進
総
合
対
策
事
業
が

減
額
に
な
り
ま
し
た
。
16
年

度
は
全
体
の
22
％
し
か
事
業

が
で
き
ず
、
78
％
の
事
業
が

17
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
里
地
棚
田
保
全
事
業
で

行
わ
れ
て
い
た
有
害
鳥
獣
防

止
用
フ
ェ
ン
ス
設
置
工
事
に

よ
り
、
国
有
林
境
の
箇
所
が

つ
な
が
り
、
こ
れ
に
よ
り
有

害
鳥
獣
の
進
入
が
防
げ
る
も

の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

土
木
費
で
は
、
少
な
い
予

算
で
村
道
全
般
を
維
持
管
理

し
て
い
く
の
は
大
変
で
す
。

災
害
復
旧
費
で
は
、
災
害
時

に
対
応
で
き
る
よ
う
計
上
さ

れ
て
お
り
、
予
算
執
行
が
な

い
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。

次
に
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算
で
は
、
対
前
年
度

比
６
２
０
万
５
千
円
の
増
額

予
算
と
な
り
ま
す
。こ
れ
は
、

お
も
に
ハ
ー
ド
事
業
が
終
わ

り
、
今
後
維
持
管
理
に
重
点

を
置
い
た
事
業
展
開
に
な
る

も
の
で
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
予
算
で
は
、
対
前
年
度

比
２
千
８
６
万
９
千
円
の
減

額
予
算
と
な
り
ま
す
。
農
集

排
管
路
工
の
完
了
に
よ
る
工

事
費
の
減
に
よ
る
も
の
で

す
。
こ
れ
ら
の
諸
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
明
る
い
村
づ

く
り
へ
の
た
め
の
整
備
で
あ

り
、
村
民
の
望
む
も
の
と
判

断
し
ま
し
た
。
予
算
執
行
に

あ
た
っ
て
は
「
最
小
の
経
費

で
最
大
の
効
果
」
が
現
れ
る

よ
う
十
分
配
慮
さ
れ
る
こ
と

を
の
ぞ
み
ま
す
。

7 しょうわ議会だより（33号）

▲農道２号線（桐久保側）

▲資源環境型農業視察

産
業
建
設
常
任
委
員
会 ▲大河原小学校の学校経営について説明を受ける

も
し
っ
か
り
耐
震
補
強
工
事

を
実
施
し
、
地
区
の
住
民
の

方
々
の
防
災
の
拠
点
に
な
る

よ
う
な
施
工
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

視
察
し
ま
し
た
。
新
潟
中
越

地
震
の
際
に
も
学
校
の
体
育

館
が
一
時
避
難
所
に
使
わ
れ

る
な
ど
一
朝
こ
と
が
あ
る
と

地
域
の
よ
り
所
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
の
観
点
か
ら
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一般質問
ここが聞きた

い

昭和村準村民制度の制定について
Ｑ
昭和村出身者はもちろんのこと、本村にゆか
りやかかわりのある方を対象に、昭和村を愛す
る多くの人々が絆を深め合える「ふるさと応援
団」を発足し、村の刊行物の発送や交流会など
の行事により帰郷機会の提供も行う制度を制定
することが、昭和村への関心を高め、知名度を
上げるための大きな施策となると考えます。リ
ピーターを増やし、定住化を図り、都会に住む
人々の「憩いの村」、美味しさいっぱいの村づく
りを進めることが、村長が日頃言っている「自
主・自立」の村づくりにつながると思うが。

昭和村もあと３年余りで村政50周年を迎えようとし
ていますが、この機会に本村出身者はもとより、赤城
林間学園を通じて本村との関わりを持った横浜市民の
方々、或いは本村に観光に訪れた方々、昭和村を愛す
る人達等に対して幅広い交流と情報交換や絆を深める
ことが更なる発展につながる事であると考えておりま
す。「昭和村準村民として、人と人とが創設するネット
ワークづくりの構築」が今、正に求められており、「村
づくりは人づくりである」ことから、昭和村を積極的
にアピールしていき、内部及び外部からの力とアイデ
アを結集しながら、知名度アップにつなげていきたいと考
えています。

村　　長

A

昭和村ホームページの早期リニューアルを求める
Ｑ
ＩＴブーム初期、どの自治体でも多額の投資をし、競い合ってホーム
ページを立ち上げました。しかし、その後のリニューアル、更新回数に
ついては、全く手が着いていない状態であると思われます。昭和村のホ
ームページも、平成13年４月１日に職員の方が叡智を駆使して開設し作
ってくれたことは大変ありがたいと思っておりますが、限られた人員と
時間では限界があります。いかに興味と感動をあたえるかは、トップペ
ージを開いた時に決まると思います。ホームページを開いた人にいかに
興味と感動をあたえ、メッセージをどう伝えるかということが一番大切
なことと考えます。ＩＴ革命は村長の公約であるはずです。今後の具体
的な進め方をお聞きしたい。

今後、ホームページ作成につ
きましては、専門業者による作
成の検討や専門職員の配置等、
また、住民の声などを勘案し、
ホームページを見た方が昭和村
に魅力を感じることが重要であ
り、常に最新の情報提供ができ
るような体勢づくりを行いたい
と考えております。

村　　長

A

Ｑ
準村民制の制定は赤城高原農業観光協会、昭和村商工会等の発展に
おいても大きな意義をもっております。個人情報の機密性を堅持しな
がら、より広く、より深く、しかも早期に実現されることを望むが。

制度制定のため職員の力を結
集しまして、なるべく早くに始
めていきたいと思っております。

村　　長

A

Ｑ
昭和村としても「ＩＴ戦略ビジョン」を構築して、事務処理の効率
化を図り、情報の引き出しやすさと画面の見やすさ等にも工夫をこら
し、誰でも、いつでもどこでも利用できるようにし、行政と村民のコ
ミュニケーションを計らなければならないと考えるが。

今後、最善の努力をし、予算
措置も含め十分検討したいと思
っています。

村　　長

A

●橋幸一郎議員
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一般質問

林　幸司議員

①消防団の詰所･格納庫の整備を

どの分団も昭和40年代の建築であり適宜改修等を行っています。今後も、建物の
老朽化、緊急時の団員の安全性の確保を考慮し、状況に応じて随時整備していきます。

村　　長

A

全国大会連続出場など高く評価され、村民の誇りであり「宝」です。自然災害多発
で住民の命と財産を守る活動と役割が注目されています。
この間、ポンプ車は毎年２台づつ購入し整備が終了。詰所･格納庫の整備も、４･８
分団が終了し、新年度で５分団の整備を予定しています。残り７つの分団についても
計画的に整備するよう求めます。

②電子入札の実施を

現在22市町が参加しており、透明･公正な競争の実現、公平
な情報提供、人件費や交通費など入札経費の削減や落札価格
の低下などが期待できる反面、対応に苦慮する企業も少なく
ないと思います。また、導入コストが約300万円、内２分の１
を県が補助、年間維持コストは約20万円くらいかかります。
地元業者育成という課題もあります。今後、運用状況や周辺町
村の動向を見ながら、参加については検討していきます。

村　　長

A

どこも電子自治体推進に多くの予算と人材を投入していま
す。インターネットから公共事業や物品購入の入札を行う「電
子入札システム」について、県が市町村に共同開発をよびかけ
ているのだから、昭和村としても参加するよう求めます。

④たばこ規制枠組み条約への対応を

村の平成８年度の基本健診時喫煙率50.1％が、平成12年に
は37.1％に減少しています。しかし、未成年者の喫煙が20％
もみられることから、若年層と女性の喫煙対策が必要だと考
えます。
保健センターと保育園は全面禁煙、庁舎及び公民館、地域
活性化センターは分煙、福祉センターは喫煙しています。
改善策として、最低でも分煙を検討し、当分の間は分煙で
行きたいと思っています。今後十分に検討し鋭意努力してま
いります。

村　　長

A

東小は敷地内全面禁煙となり、多くの方々が集う時などに協
力してもらうためには、啓発が必要です。
また、公共施設での受動喫煙防止対策として、対策はどのよ
うにすすめてこられたのか、指定「喫煙所」から「完全隔離の
喫煙室」へと、公共施設の全面禁煙化を求めます。

⑥３０人以下学級の拡充を

村独自として、英語指導助手の配置、特殊学級と図書館の補助員を加配しています。
単に学級単位として考えるだけでなく、学習単位、各学校の実態に合わせて創意工夫し、より一層学習成果が
得られるよう改善して参ります。

村　　長

A

欧米先進国20～30人の少人数学級となっています。群馬県でも、「30人以下学級」が、小学校１･２学年で実現されま
した。
南小では学年で40人前後、昭和中でも80人を割り込み２クラス編成という状況に直面していることからも、30人以下
学級編成は切実な課題となっています。
そこで、村独自で実施、加配を行っていただきたい。

③次世代育成支援対策推進の体制を

家庭を中心として地域･学校･保育
園･行政が一体となり支援していくシ
ステムの強化が求められます。その
推進体制の強化として、必要な研修
への参加、資質向上に努めるととも
に、関係各部署の連携を強化し事業
推進に努めていきます。

村　　長

A

次世代育成支援推進計画を具体化
していくために、職員の推進体制強
化を求めます。

⑤小中学校の教室へ扇風機設置を

文科省は、教室等の温度について、
冬季10℃以上、夏季30℃以下が望ま
しいとされています。
県下の設置状況は、平坦地の小学
校32.1％、中学校29.9％。積雪寒冷
地、小学校6.1％、中学校9.9％です。
大河原小以外の全教室に換気扇が
設置されていますので、それ程必要
とは思われません。ただし、冬場の
暖房効率では、役立つと思います。

村　　長

A

温暖化傾向の中で、県立高校や多
くの小中学校に扇風機が設置される
ようになりました。
扇風機は真夏だけでなく、冬の暖
房効率を上げるためにも役立ちます。
そこで、教室に扇風機を設置してい
ただきたい。
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平
成
17
年
２
月
21
日
開
催

議会全員協議会
から

村
に
お
い
て
も
３
月
定
例

議
会
に
提
案
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
事
前
に
当
局
よ
り
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

個
人
情
報
保
護
条
例
は
、

高
度
情
報
通
信
社
会
の
発
展

に
伴
い
個
人
情
報
の
利
用
が

拡
大
し
て
い
る
た
め
、
個
人

情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
に

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

と
と
も
に
、
村
の
実
施
機
関

が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
開

示
、
訂
正
及
び
利
用
停
止
を

求
め
る
権
利
、
そ
の
他
の
個

人
情
報
の
保
護
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
個
人
の
権
利
利
益
の
保

護
及
び
村
民
に
信
頼
さ
れ
る

公
正
で
民
主
的
な
村
政
の
推

進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
例
え
ば

「
個
人
情
報
と
捉
え
る
範
囲

は
」
と
の
質
問
で
は
、「
生

存
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報

で
あ
っ
て
、
氏
名
・
性
別
・

生
年
月
日
・
そ
の
他
の
記
述

等
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識

別
出
来
る
も
の
。
ま
た
そ
れ

だ
け
で
な
く
、
個
人
の
身
体

や
身
分
等
属
性
に
関
す
る
情

報
、
ま
た
、
氏
名
等
と
一
体

と
な
っ
て
特
定
の
個
人
を
識

別
出
来
る
も
の
」な
ど
で
す
。

個
人
情
報
保
護
条
例
の
も

と
で
は
、
村
が
保
有
す
る
個

人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
自

分
の
情
報
に
つ
い
て
は
開
示

訂
正
ま
た
は
利
用
停
止
の
請

求
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
法
令
等
で
別
に

定
め
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
除
か
れ
ま
す
。

34
委
員
会
、
約
８
６
０
名

の
昭
和
村
特
別
職
非
常
勤
職

員
の
報
酬
の
見
直
し
に
つ
い

て
関
係
各
課
で
意
見
を
集
約

し
検
討
を
重
ね
、
最
終
的
に

報
酬
審
議
委
員
会
に
諮
り
、

結
果
と
し
て
報
酬
額
を
現
行

よ
り
20
％
削
減
も
諸
般
の
厳

し
い
状
況
か
ら
判
断
し
て
や

む
な
く
と
の
答
申
が
村
長
に

あ
り
ま
し
た
。そ
の
な
か
で
、

特
に
議
会
と
し
て
も
次
の
団

体
に
つ
い
て
は
一
律
で
な

く
、
昭
和
村
消
防
団
、
に
お

い
て
は
10
％
あ
る
い
は
15
％

と
し
、
体
育
指
導
委
員
、
交

通
指
導
員
に
お
い
て
も
、
他

に
方
法
は
な
い
の
か
と
、

数
々
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

ま
た
「
削
減
の
実
効
は
」

の
質
問
に
は
、「
約
６
５
０

万
円
の
削
減
に
な
る
」
と
の

説
明
で
あ
り
ま
し
た
。
当
局

の
厳
し
い
財
政
需
要
の
説
明

を
聞
き
理
解
を
し
ま
し
た
。

昭
和
村
個
人
情
報
保
護

条
例
の
制
定
案
に
つ
い
て

検
討

昭
和
村
特
別
職
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

案
に
つ
い
て
検
討

國
學
院
大
學
久
我
山
高
等

学
校
サ
ッ
カ
ー
部
監
督
の
李

済
華
氏
と
伊
藤
長
三
郎
氏
が

来
村
し
、
サ
ッ
カ
ー
場
建
設

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。「
子
供
達
に
、
人
工

芝
で
は
な
く
て
、
天
然
芝
の

う
え
で
サ
ッ
カ
ー
を
さ
せ
た

い
。
天
然
芝
の
サ
ッ
カ
ー
場

を
自
分
達
で
建
設
す
る
た
め

村
に
は
一
切
迷
惑
を
か
け
な

い
。
昭
和
村
の
村
有
地
を
お

借
り
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特

定
非
営
利
活
動
法
人
）
で
運

営
を
し
て
い
き
た
い
」
と
の

こ
と
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、「
自
己

資
本
で
大
丈
夫
な
の
か
。
ま

た
資
金
が
得
ら
れ
ず
何
年
も

手
を
付
け
ず
に
い
た
の
で
は

困
る
」
と
の
質
問
に
は
「
３

年
間
未
着
工
の
場
合
は
村
に

お
返
し
し
ま
す
」
と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
場
の
利

用
見
込
み
で
は
、
年

間
２
千
人
か
ら
２
万

人
の
利
用
者
が
見
込

め
、
ま
た
、
こ
れ
ら

利
用
者
と
地
域
が
密

着
し
て
将
来
の
Ｊ
リ

ー
ガ
ー
が
生
ま
れ
る

可
能
性
も
。

昭
和
村
と
の
結
び

つ
き
が
生
ま
れ
、
そ

れ
に
よ
る
交
流
や
経

済
効
果
も
波
及
し
村

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
理

解
し
ま
し
た
。

仮
称

「
千
年
の
森
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
Ｊ
ー
ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
」
の

建
設
説
明
に
つ
い
て
検
討

平
成
17
年
３
月
１
日
開
催

▲アルビレックス新潟の練習風景

▲新潟聖籠スポーツセンターアルビレッジ
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赤
城
西
麓
事
業
対
策
特
別

委
員
会
か
ら

３
月
11
日

２
月
21
日

県
営
赤
城
西
麓
土
地
改
良

事
業
の
、
平
成
16
年
度
事
業

及
び
明
許
繰
越
事
業
に
つ
い

て
詳
細
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
昭
和
63
年

か
ら
始
ま
り
17
年
間
が
経

過
。
昭
和
村
分
に
つ
い
て
は

平
成
16
年
度
で
ほ
ぼ
完
了
し

ま
し
た
が
、
一
部
明
許
繰
越

事
業
が
残
り
、
今
年
度
こ
れ

が
実
施
さ
れ
ま
す
と
整
備
の

面
で
は
終
了
と
な
り
ま
す
。

赤
城
西
麓
土
地
改
良
区
で

は
、
今
後
、
施
設
の
維
持
管

理
を
ど
う
行
っ
て
い
く
か
が

課
題
と
な
り
ま
す
。
水
を
い

か
に
利
用
し
て
い
く
か
、
赤

城
西
麓
営
農
用
水
の
活
用
の

充
実
を
図
る
と
共
に
、
担
い

手
の
皆
さ
ん
に
協
議
会
に
出

席
し
て
も
ら
い
営
農
促
進
を

図
る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、

新
し
い
農
業
経
営
技
術
の
勉

強
を
行
う
等
、
ソ
フ
ト
面
の

充
実
も
さ
せ
て
い
き
高
収
入

に
つ
な
が
る
よ
う
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

各
地
区
に
管
理
組
織
が
あ

り
、
施
設
、
用
水
の
管
理
を

分
担
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

維
持
管
理
が
最
も
重
要
と
考

え
、
事
業
主
体
か
ら
管
理
主

体
へ
と
移
行
し
て
い
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。

畑
灌
の
施
設
が
故
障
・
破

損
し
た
場
合
は
、
役
場
で
な

く
赤
城
西
麓
土
地
改
良
区
へ

直
接
電
話
を
入
れ
て
く
だ
さ

い
。

《
連
絡
先
》

０
９
０
‐
１
６
５
０
‐
４
６
４
６

０
９
０
‐
３
３
３
０
‐
６
２
７
８

０
９
０
‐
８
７
７
６
‐
０
８
７
６

村
で
は
平
成
７
年
４
月
に

第
３
次
総
合
計
画
を
定
め
、

「
た
く
ま
し
く
て
、
や
さ
し

い
昭
和
村
」
を
将
来
像
と
し

て
村
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
期
間
満
了
に
伴
い

昨
年
７
月
か
ら
第
４
次
総
合

計
画
策
定
作
業
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
第
４
次
総
合
計
画

は
、
平
成
26
年
３
月
ま
で
の

昭
和
村
の
基
本
計
画
・
基
本

構
想
を
決
め
る
も
の
で
す
。

村
の
将
来
像
は
、「
☆
ベ
ジ

タ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
ガ
ー
デ
ン
　
昭

和
村
☆
―
や
さ
い
が
元
気
、

人
に
や
さ
し
い
村
づ
く
り

―
」
で
す
。
そ
の
実
現
に
向

け
て
５
つ
の
目
標
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

◎
快
適
な
自
然
環
境
の
む
ら

◎
安
心
な
保
健
・
福
祉
の
む
ら

◎
豊
か
な
教
育
・
文
化
の
む
ら

◎
賑
わ
う
産
業
・
雇
用
の
む
ら

◎
元
気
な
自
治
・
自
立
の
む
ら

こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
、
野
菜
の
生
産
地
と

し
て
の
発
展
を
目
指
す
と
共

に
、
豊
か
な
野
菜
の
食
文
化

を
創
造
発
信
で
き
る
村
と
し

て
、
ま
た
、
野
菜
を
通
し
た

交
流
に
よ
り
、
訪
れ
た
人
た

ち
が
「
住
ん
で
み
た
い
」
と

感
じ
る
村
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

自
主
自
立
の
村
づ
く
り
で

は
、
農
業
の
高
付
加
価
値
化

や
、
企
業
誘
致
な
ど
に
取
り

組
み
、高
齢
化
や
雇
用
問
題
、

公
共
施
設
の
維
持
管
理
等
、

様
々
な
課
題
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
か
ら
の
補
助
金
、

交
付
金
の
削
減
が
進
み
、
村

の
財
政
は
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
行
財
政
の
ス
リ
ム

化
を
計
り
な
が
ら
同
時
に
新

し
い
施
策
、
事
業
の
取
り
組

み
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
村
民
の
皆
さ
ん
と
村
が

連
携
を
図
り
な
が
ら
行
財
政

の
効
率
的
な
運
営
に
努
め
て

い
き
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
独
創
的
な
村
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
村
に
あ
っ
て
も
、
村

民
と
村
と
の
協
働
に
よ
る
村

づ
く
り
を
基
本
姿
勢
と
し

て
、
今
後
10
年
間
の
村
の
計

画
に
つ
い
て
協
議
を
し
ま
し

た
。

特
別
委
員
会
の
う
ご
き

村
づ
く
り
対
策
特
別
委
員
会

第
４
次
総
合
計
画
を
検
討

▲昭和村上空より西麓を望む



１
月
27
日
、
議
会
は
加
藤

村
長
と
共
に
、
横
浜
市
役
所

の
中
田
市
長
を
訪
れ
意
見
交

換
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

加
藤
村
長
は
あ
い
さ
つ
の

な
か
で
、「
都
市
と
農
村
の

交
流
を
安
心
安
全
を
持
っ
て

進
め
、
防
災
協
定
に
つ
い
て

も
話
し
合
っ
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

澤
浦
議
長
に
お
い
て
は
、

「
新
潟
中
越
地
震
の
際
は
、

昭
和
村
を
思
い
出
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
昭
和
村
は
農
業
後
継

者
も
多
く
、
消
防
の
ポ
ン
プ

操
法
で
は
全
国
大
会
へ
出
場

す
る
な
ど
元
気
な
村
で
す
。

長
年
続
い
て
い
る
横
浜
市

招
待
旅
行
は
子
供
達
の
楽
し

い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま

す
。義
理
と
人
情
の
群
馬
県
。

防
災
関
係
も
含
め
、
一
歩
進

め
た
新
し
い
展
開
を
期
待
し

て
い
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
中
田
市
長
に
あ
っ

て
は
、「
新
潟
中
越
地
震
に

よ
る
被
災
地
の
状
況
を
ニ
ュ

ー
ス
等
で
見
て
い
て
、
何
か

足
り
な
い
も
の
は
な
い
か
と

考
え
ま
し
た
。
居
住
に
関
す

る
も
の
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
を
感
じ
、
赤
城
林
間
学
園

の
宿
泊
施
設
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
昨
年
７
月
に
昭
和
村

を
訪
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
被

災
者
の
受
け
入
れ
は
す
ぐ
に

思
い
つ
か
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
こ
の
施
設
を
市
民
に
広

く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
個
人

で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
と

思
っ
て
い
ま
す
。

余
談
に

な
り
ま
す
が
、
昨
年
う
か
が

っ
た
際
に
お
土
産
で
い
た
だ

い
た
ス
イ
カ
が
、
車
の
ト
ラ

ン
ク
の
中
で
１
つ
割
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
今
で
も
ト
ラ

ン
ク
を
開
け
る
と
、
ス
イ
カ

の
香
り
が
し
、
そ
の
都
度
昭

和
村
を
思
い
出
し
て
い
ま

す
。
季
節
の
よ
い
時
期
に
ま

た
う
か
が
い
た
い
」
と
、
気

さ
く
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
輸
入
農
産
物
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

横
浜
港
湾
労
働
組
合
、
奥

村
氏
の
案
内
で
横
浜
埠
頭
に

着
く
と
、
そ
こ
に
は
、
青
い

ポ
リ
樽
や
ド
ラ
ム
缶
が
無
造

作
に
山
積
み
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
中
身
は
ワ
ラ
ビ
や
タ
ラ

の
芽
、
タ
ケ
ノ
コ
等
の
山
菜

や
、
キ
ノ
コ
類
、
ニ
ン
ニ
ク
、

き
ゅ
う
り
等
。
野
ざ
ら
し
状

態
で
、
驚
く
こ
と
に
２
〜
３

年
は
そ
の
ま
ま
だ
と
い
う
。

さ
ら
に
驚
い
た
の
は
、
こ
の

食
品
が
各
地
の
工
場
に
お
い

て
、
多
く
の
薬
品
に
よ
り
中

和
処
理
さ
れ
特
産
品
と
し
て

販
売
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
。

原
産
国
表
示
は
「
商
品
の
中

身
が
実
質
的
に
変
更
さ
れ
た

と
こ
ろ
」
と
定
義
さ
れ
、
消

費
者
に
と
っ
て
あ
い
ま
い
な

情
報
と
な
っ
て
い
ま
す
。
検

疫
所
で
の
現
物
検
査
は
、
わ

ず
か
３
・
５
％
と
低
く
、
輸

入
食
品
に
よ
り
食
の
安
全
性

が
破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
大
地
で
つ
く
っ
た

も
の
を
食
べ
る
。
こ
れ
か
ら

の
日
本
に
と
っ
て
農
業
は
魅

力
あ
る
重
要
な
産
業
で
あ
り

ま
す
。
広
大
な
土
地
で
生
産

さ
れ
る
昭
和
村
の
農
畜
産
物

は
、
人
々
の
安
心
・
安
全
な

食
生
活
を
支
え
、
日
本
を
支

え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

く
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
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中
田
市
長
表
敬
訪
問�

中
田
市
長
表
敬
訪
問�

中
田
市
長
表
敬
訪
問�

中
田
市
長
表
敬
訪
問�

輸
入
農
産
物
調
査

▲横浜市役所にて

▲野積みされた輸入農産物

▲中田横浜市長



２
月
７
日
産
業
建
設
常
任

委
員
会
で
は
、
長
野
県
の
東

御
市
で
先
進
的
な
農
業
経
営

を
行
っ
て
い
る
永
井
農
場
を

訪
問
し
て
き
ま
し
た
。

経
産
牛
28
頭
、
育
成
牛
15

頭
を
有
し
、
自
作
田
14
㌶
、

作
業
受
託
田
15
㌶
か
ら
約
26

㌶
を
経
営
。
作
業
受
託
田
と

は
後
継
者
が
な
く
、
家
内
労

働
力
で
ま
か
な
え
な
い
作
業

（
耕
起
・
代
掻
き
・
田
植

え
・
刈
取
・
そ
の
他
作
業
）

を
永
井
農
場
で
お
手
伝
い
し

て
い
る
も
の
で
す
。「
地
域

と
共
に
在
る
こ
と
も
永
井
農

場
の
一
つ
の
経
営
の
柱
で
あ

る
」
と
永
井
進
氏
の
話
で
し

た
。秋

に
収
穫
さ
れ
た
お
米
に

関
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
有
機
栽
培
米
と
し
て
購

入
希
望
者
に
直
接
販
売
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
お
店
と
同
じ
な
の
で
、
四

季
の
移
り
変
わ
り
が
わ
か
る

様
に
常
に
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考

え
、
目
新
し
さ
を
タ
イ
ム
リ

ー
に
表
現
で
き
る
様
に
気
を

配
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。次

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
デ
ザ
イ
ン

し
て
い
る
会
社
の
Ｄ
・
Ｍ
さ

ん
は
、「
顧
客
の
話
を
聞
き
、

そ
の
お
客
さ
ん
が
真
に
必
要

と
し
て
い
る
も
の
を
創
造
し

て
提
案
で
き
る
、
お
客
さ
ん

に
本
当
に
必
要
と
さ
れ
る
会

社
を
目
指
し
た
い
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
い
た
最
初
の
３

秒
間
に
伝
え
た
い
情
報
を
如

何
に
う
ま
く
相
手
に
伝
え
る

か
が
、
見
て
み
た
い
見
た
く

な
い
の
分
か
れ
道
で
あ
る
。」

と
語
り
、
非
常
に
含
蓄
の
あ

る
言
葉
で
し
た
。

Ｉ
Ｔ
は
情
報
を
伝
え
る
為

の
一
つ
の
道
具
で
は
あ
る

が
、こ
れ
が
全
て
で
は
な
い
。

ど
ん
な
に
科
学
が
発
達
し
て

も
、
人
が
人
に
も
の
を
伝
え

る
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
り
、
そ
の
為
の
一
つ

の
道
具
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
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講講演演「「オオンンリリーーワワンンのの村村づづくくりり」」をを考考ええるる
「村づくりｉｎしょうわ」の講演会が、講師に

鮫島信行農林水産省関東農政局次長を迎え、３月
１日に村公民館でおこなわれました。
その後、鮫島氏より講演会で言い残したことと

して、書簡が送られて来ましたのでその一部をご
紹介したいと思います。
今後の村おこしで一番大事なことは、観光と農

業のどちらを基本にするかという点です。昭和村
だけを考えるならこの答えは農業ですが、片品川
流域全体を視野に入れれば観光は不可欠な要素と
なります。各村が自立を選択されたことは立派な
決断ですが経済という観点では連携が不可欠で、
商工会や観光協会が連合する必要があります。以
下広域連携を前提とし５つの視点で村おこしを考
えて見たいと思います。以下鮫島書簡では５項目
に分けて提言があります。そのなかで最後の５項
目目に広域イメージ作りと効果的ＰＲの展開と題

し「尾瀬街道」と呼んだ方が相応しく、地域のイ
メージアップにもなると考えます。
ＰＲは観光資源の要ですので十分費用を掛け、

センスをもった者に委託して質の高い広報を行う
べきです。ホームページは村民用と観光用に分け、
観光用は尾瀬街道全体で作成します。ＰＲでは
「地図、暦、人」の３つがポイントです。地図で
は「見る、食べる、遊ぶ、泊まる、買う」に関す
る情報を提供します。
暦では「花や野菜、果実の旬、歳時記」のほか、

「天候や路面状況」などのリアルタイム情報も提
供していきます。
人では、「観光客が関心を抱くことが少ない郷土
の偉人伝よりも、蕎麦打ち名人や農の匠のような、
こだわり人間を紹介していくことが効果的と考え
ます。」とのことでした。なお、鮫島氏は、４月
１日付で中国四国農政局長に栄転されました。

▲永井農場有機米保管倉庫

▲有畜複合経営視察
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自　平成16年８月９日　　至　平成17年２月28日

受　理
年月日

件　　　　　　　名
陳情者の
住所・氏名

紹介議員
氏　　名

付　託
委員会

審議結果
受理
番号

H16. 8 . 976

子どもたちの健やかな成長を保障する

ために教育諸条件の整備を行い、教育

基本法を守り生かすことを求める請願

教育基本法の改悪を許さない

ぐんまの会

代表　石田清人

林　　幸司 民　　文 審議未了

H16.11.3095
村道中泉坂線道路舗装工事のお願いに

ついて

大堀区長　　津久井則雄

田岸区長　　後藤　一雄

滝久保区長　林　誠一郎

池原区長　　吉澤　和男

横坂　幸也

林　　幸司
産　　建 採　　択

H17. 1 .2496
「市場化テスト」や「給与構造見直し」

に反対する意見書の採択を求める陳情

日本国家公務員労働組合連合会

中央執行委員長　堀口士郎
総　　務 趣旨採択

H17. 2 .2897

防災・環境・生活優先の公共事業への

転換と群馬県所在国土交通省事務所の

必要な職員確保を求める陳情書

国土交通省全建設労働組合

関東地方本部群馬県協議会

議長　永倉　剛

産　　建 趣旨採択

H17. 2 .2898

請願書

中野婦人の家、屋根及び外壁の改修整

備工事にあたり改修費の助成のお願い

中野上区長　林　一彦

中野下区長　吉澤美恵子

吉野　藤彦

治田　貞賢
総　　務 採　　択

▲第一保育園入園式
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このページは、村民皆様の声を聞くコーナーです。声をお寄せ下さい。議会事務局(124-5111)まで

読者シリーズ

私
た
ち
の
支
部
で
は
毎
年

７
月
１
日
研
修
旅
行
、
日
帰

り
で
近
く
の
温
泉
に
出
か
け

ま
す
。
の
ん
び
り
と
湯
船
に

浸
か
り
日
頃
の
疲
れ
を
取
り

活
力
を
養
い
ま
す
。
そ
の
後
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
で
す
。
サ

ル
ビ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

等
を
植
え
込
み
、
夏
か
ら
秋

に
は
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ

て
、
道
行
く
人
達
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
冬
に

は
体
育
館
に
て
小
運
動
会
で

す
。
盛
沢
山
の
競
技
を
こ
な

し
、
午
後
は
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
を
し
て
良
い
汗
を
か
き

筋
肉
痛
を
気
に
し
な
が
ら
和

気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
終
わ

り
ま
す
。

秋
に
は
醤
油
を
絞
り
、
地

区
の
皆
さ
ん
に
も
注
文
を
頂

い
て
業
者
に
お
願
い
し
、
一

日
が
か
り
の
ビ
ン
詰
め
作
業

で
す
。
こ
の
手
数
料
が
、
糸

井
支
部
活
動
の
大
き
な
財
源

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
一
番
の
課
題
「
悩
み

は
」
会
員
減
少
が
続
い
て
い

る
事
で
す
。

先
日
、
議
員
さ
ん
、
教
育

委
員
長
さ
ん
、
支
部
長
、
役

員
と
で
座
談
会
を
持
ち
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。
何
と
か

し
な
く
て
は
と
、
一
緒
に
入

会
の
お
願
い
を
進
め
て
い
る

所
で
す
。

皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
婦
人
会
活
動

に
必
要
な
事
は
、
地
域
の
人

達
と
一
緒
に
、
奉
仕
の
心
を

持
つ
こ
と
。
大
き
な
丸
い
輪

を
作
り
頑
張
っ
て
い
こ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
…
…

今
か
ら
15
年
前
の
こ
と
、

議
員
の
奥
さ
ん
は
婦
人
会
に

入
る
ん
だ
よ
と
誘
わ
れ
る
ま

ま
に
地
区
の
婦
人
会
に
入
会

し
ま
し
た
。

初
め
は
深
い
関
心
も
な

く
、
家
の
仕
事
や
子
育
て
等

で
思
う
よ
う
に
婦
人
会
活
動

が
出
来
ず
に
過
ご
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
四
年
前
、
本
部

役
員
に
推
薦
さ
れ
当
番
だ
か

ら
仕
方
な
い
か
と
お
受
け
し

ま
し
た
が
、
状
況
が
一
変
し

ま
し
た
。
副
会
長
、
会
長
の

レ
ー
ル
に
乗
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
し
た
。

最
初
は
ど
う
し
よ
う
か
し

ら
？
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が

ら
会
長
さ
ん
の
後
を
一
生
懸

命
つ
い
て
い
き
ま
し
た
。
二

年
間
の
副
会
長
の
時
、
先
輩

の
皆
様
の
ご
指
導
を
受
け
な

が
ら
色
々
な
会
合
に
出
席
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
婦
人
会

の
役
割
、
活
動
の
必
要
性
、

協
調
性
等
自
分
自
身
の
勉
強

に
も
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。ま

た
、
春
の
花
植
え
、
村

民
運
動
会
、
色
々
な
研
修
会
、

楽
し
か
っ
た
研
修
旅
行
、
ミ

ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
等
、

婦
人
会
活
動
を
通
し
、
多
く

の
人
達
と
の
出
会
い
が
生
ま

れ
、
感
動
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

一
昨
年
よ
り
郡
民
大
会
が

な
く
な
り
淋
し
い
一
面
も
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
先

輩
の
皆
様
が
培
っ
た
長
い
伝

統
と
、
若
い
人
の
新
し
い
感

覚
を
調
和
さ
せ
た
婦
人
会
と

し
て
、
村
民
の
皆
様
に
は
、

こ
れ
か
ら
も
婦
人
会
活
動
に

ご
理
解
、
ご
支
援
を
頂
き
、

多
く
の
女
性
の
参
加
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

昭
和
村
婦
人
会

松
　
井
　
正
　
子

（
滝
寺
　
62
歳
）

さ
ん

会
長
職
を
終
え
て

支
部
活
動
の
紹
介

昭
和
村
婦
人
会

吉
　
野
　
一
　
江

（
赤
谷
　
56
歳
）

さ
ん

私
た
ち
の
支
部
活
動
を
紹

介
し
ま
す
。

ま
ず
、
春
、
四
月
上
旬
お

醤
油
搾
り
か
ら
支
部
活
動
が

始
ま
り
ま
す
。
花
い
っ
ぱ
い

運
動
で
は
社
会
体
育
館
前
と

活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
周
り
に

サ
ル
ビ
ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
を
植
え
て
い
ま
す
。
秋
に

は
恒
例
の
豊
年
祭
り
に
参
加

し
ま
す
。
12
〜
13
曲
の
踊
り

の
練
習
を
し
た
り
、
文
化
祭

の
出
品
物
を
作
り
、
他
に
村

の
行
事
も
幾
つ
か
有
り
９

月
、
10
月
は
大
忙
し
で
す
。

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

で
は
パ
ワ
ー
溢
れ
る
若
い
力

の
お
陰
で
一
昨
年
は
優
勝
、

昨
年
は
準
優
勝
と
輝
か
し
い

成
績
で
喜
ば
し
い
限
り
で

す
。今

年
は
新
年
会
を
兼
ね
た

一
泊
研
修
を
猿
ヶ
京
の
生
寿

苑
で
お
こ
な
い
ま
し
た
。
資

源
ゴ
ミ
回
収
を
年
５
回
程
行

い
、
会
員
皆
さ
ん
や
地
域
の

皆
さ
ん
の
協
力
の
お
陰
で
良

い
活
動
資
金
に
な
っ
て
い
ま

す
。
先
輩
方
が
築
い
て
来
た

伝
統
あ
る
森
下
婦
人
会
で

す
。
何
十
年
と
守
り
伝
え
よ

う
と
支
部
活
動
に
励
ん
で
来

た
の
で
し
ょ
う
。「
婦
人

会
＝
堅
苦
し
さ
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
嫌
わ
れ
て
し
ま
う

の
か
、
会
員
数
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
好
か
れ
る
婦
人
会

を
目
指
し
て
幾
年
も
前
か
ら

徐
々
に
改
善
さ
れ
て
来
ま
し

た
。「
婦
人
会
＝
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
」
と
し
て
村
と
し

て
も
必
要
な
会
で
あ
る
事
を

耳
に
し
ま
す
。

ま
ず
、
支
部
の
活
性
化
が

一
番
で
、
一
人
で
も
多
く
の

方
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
、

若
い
パ
ワ
ー
で
森
下
婦
人
会

と
と
も
に
昭
和
村
婦
人
会
に

活
力
を
与
え
て
下
さ
い
。

支
部
活
動
の
紹
介

昭
和
村
婦
人
会

諸
　
田
　
和
　
子

（
森
下
下
　
58
歳
）

さ
ん
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「
活
気
あ
る
村
へ
」

長
期
予
報
で
は
、
暖
冬
と

思
わ
れ
て
い
た
が
長
い
冬
も

終
わ
り
、
草
木
も
活
動
を
始

め
ま
し
た
。
村
の
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
昔
な
が
ら
の
春
祭
り

の
旗
が
目
に
入
り
ま
す
。

今
年
は
戦
後
六
十
年
と
な

り
、
時
々
、
新
聞
・
テ
レ
ビ

な
ど
で
、
当
時
の
社
会
や
生

活
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
ま

す
。
大
き
な
お
む
す
び
を
食

べ
る
子
供
達
は
微
笑
ま
し

く
、
貧
し
い
中
に
も
活
気
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
私
達
は
行

財
政
改
革
を
進
め
る
中
で
、

自
主
自
立
を
旗
印
に
掲
げ
、

活
気
と
活
力
を
持
っ
て
前
進

し
な
け
れ
ば
と
思
う
の
で

す
。「
昭
和
村
に
入
っ
た
ら

何
か
が
違
う
！
」
そ
ん
な
村

づ
く
り
が
で
き
た
ら
と
思
う

日
々
で
す
。

清
司
　
記
　

とじておくと便利です

平
成
17
年
４
月
25
日
号
　

発
行
　
昭
和
村
議
会

議
会
だ
よ
り
№33

〒
379
―

群
馬
県
利
根

郡
昭
和
村
大
字
糸
井
３
８
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
７
８(

24)

５
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７
８(

24)

５
２
５
４

編

集
　
昭
和
村
議
会
広
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18日　県町村会議長会定期総会

20日　消防ポンプ自動車の引渡式

21日　村づくり対策特別委員会・議会

全員協議会

26日　村民文化講演会

1日　村づくりＩＮ昭和

議会全員協議会

9日～18日　3月昭和村定例議会

11日　昭和中学校卒業式

12日　第22回村民芸能祭

22日　第11回昭和村福祉大会

24日　南小学校・東小学校・大河原小

学校卒業式

28日　第１保育園・第２保育園・子育

保育園卒園式
３　月

議会のうごき

二
〇
〇
〇
年
、
糸
井
の
大
日
向
に
奥
利
根
ワ
イ
ン
は
ぶ
ど

う
栽
培
に
適
し
た
農
地
に
巡
り
逢
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
の
生
産
量
日
本
一
と
、
野
菜
王
国
を
誇
る
こ

の
村
に
新
し
く
仲
間
入
り
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
標
高
七
百

ｍ
の
冷
涼
気
候
、
日
当
た
り
良
く
傾
斜
で
、
水
は
け
も
ワ
イ

ン
造
り
に
は
最
高
の
条
件
に
思
い
ま
す
。
昨
年
に
は
ワ
イ
ン

醸
造
工
場
も
竣
工
し
ま
し
た
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
訪
れ
る
お
客

様
は
昭
和
村
の
整
備
さ
れ
た
農
地
や
野
菜
畑
、
ぶ
ど
う
畑
か

ら
の
雄
大
な
山
々
の
パ
ノ
ラ
マ
の
広
が
り
、
こ
の
景
観
に
恵

ま
れ
た
広
大
な
畑
地
を
見
て
、「
素
晴
ら
し
い
気
分
に
な
る
」

と
感
動
し
て
帰
ら
れ
ま
す
。
雄
大
な
自
然
の
中
で
ワ
イ
ン
を

片
手
に
、
地
場
産
の
食
材
で
お
い
し
い
料
理
も
味
わ
っ
て
頂

き
た
く
レ
ス
ト
ラ
ン
も
併
設
し
ま
し
た
。

世
界
の
ワ
イ
ン
産
地
を
見
て
廻
っ
て
教
え
ら
れ
た
こ
と

「
ワ
イ
ン
造
り
は
農
業
」、
こ
れ
を
こ
の
地
で
実
践
で
き
る
事

に
私
達
は
た
い
へ
ん
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
先
生
は
こ
こ
の

自
然
で
あ
り
、
地
元
の
農
家
の
方
々
、
そ
し
て
葡
萄
た
ち
で

す
。
一
滴
一
滴
の
雨
、
一
刻
一
刻
の
日
差
し
で
育
ま
れ
た
、

こ
の
地
の
葡
萄
で
生
ま
れ
た
ワ
イ
ン
が
、
日
本
で
世
界
で
認

め
ら
れ
る
こ
と
を
夢
に
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
は
情
熱
を

そ
そ
ぐ
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

ワ
イ
ン
に
か
け
る
夢

（
54
歳
）

井

瀬
　
　
賢
さ
ん

奥
利
根
ワ
イ
ン
（
株
）

読者シリーズ

7日　昭和村議会全員協議会　

昭和村議会第15回臨時議会

9日　第47回昭和村成人式

10日　昭和村消防団出初式

18日　議会だより編集委員会

27日　中田横浜市長表敬訪問・輸入農

産物調査視察　

28日　私と家族作文発表会

31日　議会運営委員会

1日　地元選出国会議員に陳情

5日　白沢村・利根村閉村式

6日　第37回ピンポンフェスティバ

ル

7日　産業建設常任委員会

12日　ウィンターフェスティバルＩＮ

昭和2005 

17日　総務常任委員会

１　月

２　月

２日（水）議会運営委員会

９日（水）本　会　議

全員協議会

10日（木）全員協議会

11日（金）赤城西麓特別委員会

本　会　議

議会だより編集委員会

14日（月）民生文教常任委員会

15日（火）産業建設常任委員会

16日（水）総務常任委員会

17日（木）予　備　日

18日（金）本　会　議

３月定例会議会日程

三ツ谷にて


